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東日本大震災の復興支援への取組み状況の報告 

 
報告日：平成 23 年 8 月 12 日 (第３報） 
支部・部会・実行委員会・登録グループ名 
          水産部会 
責任者名／報告者名 
          部会長 村上正信 
取組みの状況（報告済み～７月末までの検討状況、予定等含む）2,000 字以内 
１．中間報告～７月末までの取組みについて 
（1）部会対策会議【水産関連産業復興・魚介藻類安全対策会議】の開催 
１）設置経緯等   4/01 第１回 幹事会：対策会議の必要性、あり方の検討 

           4/22 第２回 幹事会：対策会議の議事、運営に関する検討 
          5/14 水産部会 総会：対策会議設置 承認（年度計画） 
２）開催状況    6/15 第 1 回 参加 14 名（水産部会 14） 
             専門部会の設置、被災地調査報告と漁港復旧の課題、 

漁船復旧支援報告と提言 
          8/03 第 2 回 参加 10 名（水産部会 8、原子力・放射線１、機械１） 
             支援案に関する討議（窓口開設、機器貸与、陸前地方支援） 
             食の放射線リスクに関するリスクコミュニケーション関連の講義

（2）定例部会議事   7/19 浅海部の漁場観測用 ROV の簡易機の開発と貸与 
           9/10  水産庁「水産復興マスタープラン」を水産庁から説明いただく。

（3）官庁学協会等連携 3/29 日本水産学会 臨時場勉強会 参加 
4/28  大日本水産会※ 第 7 回東日本大震災対策会議 派遣 

           5/19 大日本水産会  第 8 回東日本大震災対策会議 派遣 
           6/16 大日本水産会  第９回東日本大震災対策会議 派遣 
           6/17 日本水産工学会ワークショップ（漁場環境回復） 共同開催 
           6/18 日本水産学会 水産教育推進委員会（被災高校、水試の支援） 
           6/22 いわし食用化協会セミナー参画（復興構想会議委員への提言） 
           7/08 東大海洋アライアンス・日本財団震災対策シンポ 参加 
           8/06 水産庁へ問合せ：流出した瓦礫、化学物質の総量試算について 
(4) 現地調査報告   4/27 大津港、釜石、大槌（岡野）、塩釜（丹羽）  ※（会員名） 

5/14 南三陸町、釜石、大船渡市、陸前高田（関根）、大船渡市（阿部）

6/15 茂師・音部・大浦漁港、塩釜（丹羽） 
２．今後の支部・部会としての取組みについて 
(1) 計画中の案件   9 月月内：陸前地域に、漁場観測用 ROV の簡易型開発機の貸与と 

支援要請の確認にキャラバンを組んで現地に派遣。行程・予算を策定中。

 
 


